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背景
目的

新型コロナウイルス感染症のパンデミックに

より，テレワークが急速に普及したが，適切

でない在宅勤務環境が身体症状（筋骨格系の痛みや

心理的ストレスなど）を引き起こす可能性が指摘さ

れている。しかし，在宅勤務環境と身体症状の関連

について十分な検討はなされていない。本研究の目

的は，日本のテレワーカーにおいて在宅勤務環境と

身体症状との関連を明らかにすることである。

方法
本研究は，Japan COVID-19 and Society 

Internet Survey（JACSIS study）のデータ

を用いた横断研究である。2021年 9 月27日から10月

29日にかけて，日本国内在住の15～79歳の男女31000

人を対象に調査を実施し，テレワークを行っている

4569人を分析対象とした。身体症状の評価にはSo-

matic Symptom Scale- 8 （SSS- 8 ）を用い，カッ

トオフ値として 4 点， 8 点，12点，16点の 4 段階を

設定した。在宅勤務環境は先行研究や厚生労働省の

テレワークに関するガイドラインを参考に14項目を

評価した。身体症状との関連を検討するために，在

宅勤務環境を説明変数としたポアソン回帰分析を

行った。

結果
在宅勤務環境が整備されていない項目数が多

いほど，いずれのカットオフ値でも身体症状

の有病率比（prevalence ratio：PR）が有意に高い

ことが示された。特に以下の 6 項目において身体症

状のリスクが高かった：集中できる作業スペースの

欠如，足元スペースの不十分さ，コミュニケーショ

ン環境の不適切さ，リラックスできる空間の不足，

騒音，温度および湿度の不適切さ。また，テレワー

クが週 3 回以下でも，不十分な在宅勤務環境は身体

症状のPRを増加させた。

結論
在宅勤務環境が不十分であるほど身体症状の

発生リスクが高まることが示唆された。特に

集中できる作業環境や快適な温度・湿度環境の整備，

十分な足元スペースの確保，リフレッシュできる空

間の提供などが重要である。これらの環境改善は，

在宅勤務者における身体症状の予防に有効である可

能性がある。

図　身体症状と在宅勤務環境との関連
調整変数：年齢，性別，BMI，喫煙習慣，飲酒習慣，身
体活動，精神健康状態，年収，学歴，産業分類，労働時
間，企業規模，在宅勤務頻度

軽度（4 ～ 7点）
中程度（8 ～ 11点）
高度（12 ～ 15点）
非常に高度（16点以上）
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執筆者によるコメント

厚生労働科学研究費「テレワークの常態化による
労働者の筋骨格系への影響や生活習慣病との関連
性を踏まえた具体的方策に資する研究（代表：甲
斐裕子）」の研究成果です。テレワークは，ワーク
ライフバランスや仕事満足度の向上など多くのメ
リットがありますが，運動不足や腰痛など新たな
健康課題も生じています。対策の難しさを感じて
いる企業も多いようです。健康と生産性を両立す
るテレワーク実現には，自宅環境の整備が鍵であ
ることが，本研究から明らかになりました。
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